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Ⅰ　自然公園等工事内訳書標準書式（自然公園編）

　自然公園等工事に係る設計書等について標準的な書式を示したもの。

Ⅱ　設計書

　工事数量総括表の構成を基に、工事価格を算出するための根拠を示したもの。

(１) 設計書の表紙として、工事名や工事概要等を示したもの。

(２) 設計書の作成に用いた基準や情報について示したもの。

(３) 工事費について工事工種体系に基づき内訳を示したもの。

(４) 設計内訳書における数量を一式計上した金額について内訳を示したもの。

(５) 設計内訳書等における設計単価について内訳を示したもの。

(６) 設計内訳書における間接工事費等について内訳を示したもの。

Ⅲ　工事数量総括表

　工事施工に関する工種、設計数量及び規格について、工事工種体系の階層構成に準じて示したもの。

　自然公園等等工事共通仕様書（自然公園編）に規定されている設計図書であり、各工種毎の数量は契約数量として取り扱われるが、

任意施工（例：仮設工（任意仮設））や検収対象外の施工（例：作業土工）等については、数量を一式とすることが出来る。

Ⅳ　見積参考資料

　入札参加業者の適正な見積に資するため、金抜設計書や必要に応じて数量計算書等を示したもの。

(１) 必須

(２) 必須

(３) 必須

(４) 必須

(５) 必要に応じて工法や使用機械等について参考提示する場合に提供。

(６) 必要に応じて数量計算書や参考図等を参考提示する場合に提供。

工事費積算出典調書

設計内訳書

一式当たり内訳書

用語定義

その他

表紙

設計内訳書

一式当たり内訳書

単価表

単価表

間接工事費等算出調書

表紙

工事費積算出典調書
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設計者

○○年○○月○○日

工事名

平成○○年度◎◎◎◎◎◎◎◎工事

工事場所

△△△△△△△△△△△△公園××××××××××××××地区

工事概要

設計書
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工事名

諸経費工種区分 (例)自然公園等工事(自然公園編)

施工地域・工事場所区分 (例)山間僻地及び離島

イメージアップ経費 (例)あり(率計上分)

施工時期、工事期間等による補正 (例)積雪寒冷地域の冬期施工補正(冬期率-.--)

前払金支出割合区分 (例)35%超40%以下

契約保証区分 (例)あり・金銭的保証

労務単価補正(山岳地等通勤、時間外労働等) (例)あり・山岳地等通勤補正

その他

労務単価

その他

工事費積算出典調書

積算基準

材料費
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事業区分

工事区分

規格 単位 数量 単価 金額 数量増減 金額増減 摘要

△△△△

1 ○○○

◎◎工

1 ○○○

××××工

1 ○○○

□□□□□□

○○ ○○○ ○○○

□□□□□□

○○ ○○○ ○○○

□□□□□□

○○ ○○○ ○○○

△△△△

1 ○○○

◎◎工

1 ○○○

××××工

1 ○○○

□□□□□□

○○ ○○○ ○○○

□□□□□□

○○ ○○○ ○○○

□□□□□□

1 ○○○

直接工事費

1 ○○○

・・・・・・・・・
式 式-○号

式

・・・・・・・・・
㎥ 単-○号

・・・・・・・・・
㎥ 単-○号

式

式

・・・・・・・・・
ｍ 単-○号

式

・・・・・・・・・
基 単-○号

・・・・・・・・・
ｍ 単-○号

式

式

工事区分・工種・種別・細別

式

設計内訳書

工事名 平成○○年度◎◎◎◎◎◎◎◎工事 （当初）
(例)国立公園等整備

(例)施設整備

※１
記入例の ○ は数字を、
×△◎・は文字を表す。また、
摘要欄には必ず根拠を記入する
こと。

※２
当該工事の工事数量総括表に準
拠した構成とする。

※３
工事区分、工種、種別の金額欄
はそれぞれに属するレベルの合
計金額を記載することとする。

※４
数量、単価及び金額は、今回分
について下段に記載することと
し、変更時は前回分を上段に記
載する2段書きとする。

※５
変更の場合は、変更の有無にか
かわらず全ての項目について数
量、単価及び数量増減を記載す
る。
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事業区分

工事区分

規格 単位 数量 単価 金額 数量増減 金額増減 摘要工事区分・工種・種別・細別

設計内訳書

工事名 平成○○年度◎◎◎◎◎◎◎◎工事 （当初）
(例)国立公園等整備

(例)施設整備

共通仮設費

1 ○○○

共通仮設費

1 ○○○

イメージアップ経費（率計上）

1 ○○○

共通仮設費（率計上）

1 ○○○

純工事費

1 ○○○

現場管理費

1 ○○○

工事原価

1 ○○○

一般管理費等

1 ○○○

工事価格

1 ○○○

消費税等相当額

1 ○○○

工事費合計

1 ○○○
式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式
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第○号内訳書 △△△△△△

名称 規格 単位 数量 単価 金額 数量増減 金額増減 摘要

○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○

○○

単-○○号

単-○○号

単-○○号

××

××

××

××
×××× ××××

合計

一式当たり内訳書

×××× ××××

×××× ××××

×××× ××××

単-○○号
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単ー○号 ×××××× ×××××× 単位 ×× 数量 単価 ○○○

規格 単位 数量 単価

×××× ×× ○○ ○○

摘要金額

○○○

××××

○○○

○○○

単価

○○

単価表（積上げ）

計

名称

円/○○
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第○号単価表

施工パッケージ名称 △△△△ 平成○○年度施工パッケージ型積算方式標準単価表○○○－○

条件区分 ○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

標準単価（東京17区H○○年版）※ 円

①東京17区
単価（円）

②積算地区
単価（円）

（基準年月） （積算年月）

（東京17区） （積算地区）

K － －

K１

K２

K３

R － －

R1

R2

R3

R4

Z － －

Z1

Z2

Z3

Z4

S

積算単価 #DIV/0!
↓

端数処理 #DIV/0!

※施工パッケージ型積算方式標準単価表の標準単価及び機労材構成比を入力

代表機労材規格の①東京17区・基準年月、②積算地区・積算年月の単価を入力

注） 入力後、データの切り取り、貼り付け、は行わないこと。（計算式が変わってしまうため。）

単価表（施工パッケージ）

代表機労材規格
（施工パッケージ積算基準）

機労材
構成比※
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適 用 工 種 　自然公園等工事

【共通仮設費(率計上分)】
共通仮設費対象額の算出
     (A)+(B)+(C)+(D)-(E)-(F)+(G)

（今回） （前回）

共通仮設費対象額 0

　(A)直接工事費計 0

　(B)支給品費（共通仮設費対象額） 0

　(C)事業損失防止施設費 0

　(D)無償貸付機械等評価額 0

　(E)共通仮設費対象外額 0

　(F)処分費に占める諸経費対象外費
  （①の内、(P)+②の3%(上限3千万円)を超える額） 0

      直接工事費に含まれる処分費等 ①
       (処分費、上下水道料金、有料道路利用料) 0

    　準備費に含まれる処分費等 ②
        (伐開、除根等に伴うもの)

0

　(G)その他対象額 0

（今回） （前回）

共通仮設費率 0.00%

　(H)標準値 0.00%

　(I)施工地域、工事場所による補正 0.00%

　　施工地域、工事場所による補正区分

□市街地　　　　　　　　　　（2.0％）
□山間僻地及び離島　　　　　（1.0％）
□地方部（一般交通影響有）　（1.5％）
□地方部（一般交通影響無）　（0.0％）

[共通仮設費(率計上分)]
＝[共通仮設費対象額]×[共通仮設費率]
（1,000円未満切り捨て）

0

間接工事費等算出調書

共通仮設費率算定
　(H)+(I)
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間接工事費等算出調書

【現場管理費】

（今回） （前回）

現場管理費対象額 0

　(A)純工事費計 0

　(B)支給品費 0

　(C)無償貸付機械等評価額 0

　(D)現場管理費対象外額 0

　(E)処分費に占める諸経費対象外費 0

（今回） （前回）

現場管理費率 0.00%

　(F)標準値 0.00%

　(G)施工地域、工事場所による補正 0.00%

　　　施工地域、工事場所による補正区分

□市街地　　　　　　　　　　（1.5％）
□山間僻地及び離島　　　　　（0.5％）
□地方部（一般交通影響有）　（1.0％）
□地方部（一般交通影響無）　（0.0％）

　(H)施工時期、工事期間による補正
    （地域区分による補正係数×冬期率） 0.00%

　　　積雪寒冷地域の区分
□１級地（1.80％）　　　□２級地（1.60％）
□３級地（1.40％）　　　□４級地（1.20％）

　　　冬期日数 ／ 工期日数 （冬期率） 　　日 ／　　　日  （　　　　　）

　　　積算工期（開始日） 平成　　年　　月　　日

　　　積算工期（終了日） 平成　　年　　月　　日

[現場管理費]
＝[現場管理費対象額]×[現場管理費率]
（1,000円未満切り捨て）

0

現場管理費率算定
     (F)+(G)+(H)

現場管理費対象額の算出
     (A)+(B)+(C)-(D)-(E)
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間接工事費等算出調書

【一般管理費等】

（今回） （前回）

一般管理費等対象額 0

　(A)工事原価計 0

　(B)一般管理費等対象外額 0

　(C)処分費に占める諸経費対象外費 0

（今回） （前回）

一般管理費等率 0.00%

　(D)標準値 0.00%

　(E)前払補正係数 

　　前払金支出割合区分  （補正係数）

□　０％から　　５％以下　　（1.05）
□　５％を超え１５％以下　　（1.04）
□１５％を超え２５％以下　　（1.03）
□２５％を超え３５％以下　　（1.01）
□３５％を超える            （1.00）

　(F)契約保証補正値 0.00%

　　保証経費区分
□ケース１：金銭的保証　　　（0.04％）
□ケース２：役務的保証　　　（0.09％）
□ケース３：ケース１，２以外（0.00％）

[一般管理費等限度額]
＝[一般管理費等対象額]×[一般管理費等率]

0

[一般管理費等]
＝[工事価格]－[工事原価]

0

[工事価格]
＝[工事原価]＋[一般管理費等限度額]
（10,000円未満切り捨て）

0

一般管理費等率算定
     (D)×(E)+(F)

一般管理費等対象額の算出
       (A)-(B)-(C)
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事業区分 (例)国立公園等整備

工事区分 (例)施設整備

規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

△△△△ 式 1

◎◎工 式 1

××××工 式 1

□□□□□□ ・・・・・・・・・ 基 ○○

□□□□□□ ・・・・・・・・・ ｍ ○○

□□□□□□ ・・・・・・・・・ ｍ 1

△△△△ 式 1

◎◎工 式 1

××××工 式 1

□□□□□□ ・・・・・・・・・ ㎡ ○○

□□□□□□ ・・・・・・・・・ ㎡ ○○

□□□□□□ ・・・・・・・・・ 式 1

直接工事費 式 1

工事数量総括表

工事区分・工種・種別・細別

工事名 平成○○年度◎◎◎◎◎◎◎◎工事 (当初）

※１

記入例の○は数字を、×△◎ ・は文字を表す。

また、工事費内訳書の摘要欄には必ず根拠を記
入すること。

※２
自然公園等工事工種体系ツリー(自然公園編)に
準拠した構成を標準とする。

※３
工事区分、工種、種別の数量は1式とし、細別
については集計した数量を計上する。(1式計上
した場合は、任意施工扱いとなる。）

※４
変更の場合は、変更の有無にかかわらず全ての
項目について数量及び数量増減を記載する。

※５
工事数量総括表は、単独の書類の場合もあれば、
図面記載の場合も想定される。
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事業区分 (例)国立公園等整備

工事区分 (例)施設整備

規格 単位 数量(前回) 数量(今回) 数量増減 摘要

工事数量総括表

工事区分・工種・種別・細別

工事名 平成○○年度◎◎◎◎◎◎◎◎工事 (当初）

共通仮設費 式 1

共通仮設費 式 1

イメージアップ経費（率計上） 式 1

共通仮設費(率計上) 式 1

純工事費 式 1

現場管理費 式 1

工事原価 式 1

一般管理費等 式 1

工事価格 式 1

消費税等相当額 式 1

工事費合計 式 1

- 13 - 　



工事名称

平成○○年度◎◎◎◎◎◎◎◎工事

工事場所

△△△△△△△△△△△△公園××××××××××××××地区

工事概要

【注意事項】

　本資料は、工事価格の円滑な見積に資するための資料であり、工事請負契約を拘束するものではない。

見積参考資料
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